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開
業
ま
で
あ
と
1
年
足
ら
ず

と
な
っ
た
新
幹
線
。
駅
舎
の
工
事

新幹
線 
飯山
駅

綱切線

千曲川口広場

立体駐車場

駅前線

飯山赤十字病院

静間線
（仮）飯山ぷらざ

斑尾口広場

駅南口広場

斑尾線

飯山警察署

城南中学校

現 JR飯山駅

駅合築施設

斑尾口昇降施設

駅
舎
合
築
都
市
施
設
整
備

立体駐車場のイメージ

　

市
街
地
西
部
方
面
か
ら
の
利
便
性
を
確
保
し
ま
す
。
ま
た
効
率
的
な
駐

車
収
容
台
数
確
保
の
た
め
立
体
駐
車
場
を
整
備
し
ま
す
。

立体駐車場
　地上 3階建
　409台の駐車可能

平面駐車場
　75台の駐車可能
　　　　　（開業時）
 ※開業以降段階的整備

斑尾口昇降施設
　階段
　エレベーター 1基

　

駅
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
駅
機
能
の
さ
ら
な
る
充
実

を
目
的
に
駅
に
合
築
し
た
都
市
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

左
の
写
真
は
3
月
20
日
の
合
築
都
市
施
設
内
の
状
況
で
す
。

上
の
写
真
は
1
階
入
場
口
周
辺
を
撮
影
し
た
も
の
で
、
下
は
2
階
展
望

ス
ペ
ー
ス
か
ら
空
中
連
絡
通
路
を
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

斑
尾
口
広
場
・
駐
車
場

　

高
速
交
通
網
の
拠
点
と
な
る
千

曲
川
口
広
場
は
信
越
自
然
郷
の
玄

関
口
で
あ
り
、
交
通
結
節
点
機
能

を
考
慮
し
て
整
備
し
ま
す
。

面積：8,000㎡
スペース
 ・一般車、マイクロバス駐車台数　17台
 ・身障者駐車　1台
 ・タクシー　降車 1台 乗車 2台 駐車 6台
 ・バス　　　降車 1台 乗車 2台 駐車 5台
 ・緊急車両用　1台
消融雪施設
 ・車道　散水消雪（一部無散水融雪）
 ・歩道　無散水融雪 千曲川口広場のイメージ

千
曲
川
口
広
場
整
備

新
幹
線
開
業
で
変
わ
る
私
た
ち
の
ま
ち

も
ほ
ぼ
完
了
し
、
残
る
は
駅
前
広

場
な
ど
の
工
事
の
み
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
月
号
で
は
、
変
わ
る
駅

周
辺
と
駅
の
中
の
現
状
を
ご

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●新幹線飯山駅周辺はこのようになります

現 飯山駅平面駐車場  平成 27年度以降の整備 100台

※昇降施設上り口
　から約 80㍍先
　に改札口

斑尾口昇降施設（4月 1日撮影）

建築面積：1,003㎡
構　　造：鉄骨造
施設規模：地上 2階
　　　　　高さ 14m
機　　能：
　　広域観光情報案内所
　　交流ホール・カフェ
　　昇降施設
　　トイレ　　　等合築都市施設（4月 1日撮影）

耐雪式シェルター
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3階　新幹線ホーム（3月20日撮影）

昨年12月にはイーストアイが、その後も検
測車両が入場している新幹線ホーム。（金沢
方面行き下りホームより撮影）

ホーム内の待合室

1階　駅正面入口・飯山線ホーム（3月 20日撮影）斑尾口昇降施設（4月 1日撮影）

千曲川口の入口右側にはエスカレーターが設
置されている。

千曲川口の入口左側には広域観光案内所が設
けられる。

2階交流スペース・カフェや空中通路に直結
するらせん階段

建設が進む飯山線ホーム
（2階から撮影）

2階　新幹線・飯山線改札口、交流・展望スペース等（3月20日撮影）

切符売り場（左）と飯山線改札口（右）改
札を通り階段を下ると飯山線ホーム

正面工事中の部分が新幹線改札口となる。
右手のガラス張りの部屋がみどりの窓口。

斑尾口の昇降施設から駅 2階改札口方面に
伸びる通路

新幹線ホームに向かうエスカレーター 男性用トイレ

改札内の待合室待合室内

都市施設空中通路
ガラス張りであるため自然光による明るさがある。

入口右側のエスカレーターを利用すると展望
スペースに到着。目の前が切符売り場となる。

都
市
施
設
・
駅
舎
内
は
ほ
ぼ
工
事
が
完
了
し
ま
し
た

斑尾口昇降施設の入口から撮影

新幹線飯山駅の駅舎と
　都市施設の見学会のお知らせ
　今回は写真でご紹介しましたが、駅
舎と都市施設がほぼ完成した新幹線飯
山駅の見学会を、鉄道運輸・機構の協
力をいただき開催します。
■期日　５月 17日（土）
■定員　500名
■内容・申込方法
　今月の市報に挟み込まれていますチ
　ラシをご覧いただき、チラシのハガ
　キにより申し込みをお願いします。

3階　新幹線ホーム

はくたか　10:00  　 東京行
はくたか　10:30　　金沢行

飯山線ホーム駅入口

2階　新幹線・飯山線改札口、交流・展望スペース等

飯山線ホームのイメージ

　

飯
山
駅
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ

ト
は
「
豊
か
な
自
然
の
懐
に
抱
か

れ
た
や
す
ら
ぎ
の
駅
」
で
す
。
内

観
に
も
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
意
識

し
た
造
り
が
随
所
に
見
ら
れ
、
や

す
ら
ぎ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

駅
舎
内
に
な
っ
て
い
ま
す
。

１階

駅舎内
・みどりの窓口
・改札口
・待合室
・エスカレーター
・エレベーター
・トイレ

2階の主な施設
都市施設内
・交流スペース・カフェ
・空中通路
・展望スペース
・エスカレーター
・エレベーター
・トイレ
・コインロッカー

駅内経路
新幹線を利用・・・2階新幹線改札口→ 3階新幹線ホームへ
飯山線を利用・・・2階飯山線改札口→ 1階飯山線ホームへ

1階の主な施設
都市施設内
・広域観光案内所
・エスカレーター
・エレベーター
・トイレ

駅舎内
・階段
・テナントスペース
・コインロッカー

駅内経路
新幹線・飯山線を利用・・・1階入口→ 2階各改札口へ

上り（長野、東京方面行）ホーム 下り（富山、金沢方面行）ホーム
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自
然
豊
か
な
い
い
や
ま
に
帰
っ
て
き
て
ね

    

新
幹
線
開
業
前
イ
ベ
ン
ト 

春
休
み
体
験
教
室

　

サ
ケ
稚
魚
の
市
民
環
境
放
流 

開
催

　

3
月
15
日
、
湯
滝
温
泉
下
の

千
曲
川
カ
ヌ
ー
ポ
ー
ト
で
サ
ケ

稚
魚
の
市
民
環
境
放
流
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

放
流
さ
れ
た
稚
魚
は
約
３
万

匹
で
岡
山
小
学
校
で
児
童
に
育

て
ら
れ
た
３
０
０
匹
の
稚
魚
も
こ

の
日
、一
緒
に
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
同
小
学
校
6
年
生

（
当
時
）の
斎
藤
香
澄
さ
ん
は「
サ

ケ
が
戻
っ
て
来
れ
る
よ
う
な
環

境
は
、
私
た
ち
人
間
に
と
っ
て
も

良
い
環
境
。
環
境
を
整
え
て
サ

ケ
が
戻
っ
て
く
る
の
を
待
っ
て
い

ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
か
つ
て
の

よ
う
に
サ
ケ
な
ど
の
魚
類
が
遡

上
し
、
産
卵
、
降
下
で
き
る
千

曲
川
を
目
指
し
、
ま
た
千
曲
川

流
域
の
文
化
を
育
て
る
次
世
代

の
子
ど
も
た
ち
に
、
サ
ケ
の
発

眼
卵
か
ら
の
育
成
を
託
し
、
生

【大会概要について】北信州ハーフマラソン実行委員会事務局（スポーツ生涯学習課内）☎ 62-3111 内線 353・354
【大会参加について】長野朝日放送 ☎ 026-213-8202　住所 : 長野市栗田 989-1【大会参加について】長野朝日放送 ☎ 026-213-8202　住所 : 長野市栗田 989-1

参加者募集中 !!

9.28 ㊐　野沢温泉村スタート―木島平村―新幹線飯山駅フィニッシュ（ハーフマラソン）

　飯山市・木島平村・野沢温泉村・長野朝日放送で構成する北信
州ハーフマラソン実行委員会（会長：足立正則飯山市長）では、北
陸新幹線飯山駅開業プレイベントとして、３市村の美しい景観を駆
け抜ける「北信州ハーフマラソン」を開催します。今年も多くの皆
さんの参加をお待ちしています。

■スタート・フィニッシュ地点
　ハーフマラソン：野沢温泉村役場～木島平村～新幹線飯山駅
　10kmマラソン：木島平村役場～新幹線飯山駅
■募集定員　2500名（定員になりしだい締切）
■参加資格　ハーフマラソン：18歳以上（高校生不可）
　　　　　　10kmマラソン：高校生以上の人
■参 加 料
　ハーフマラソン：4,700円　10km：3,700円（高校生は2,500円）
　各種目（競技別、年齢別で合計 20種目）ごと 6位まで表彰する
ほか、特別賞（遠来賞、ハイエイジ賞）があります。参加賞は大会
オリジナルグッズを進呈。
■申込方法　[RUNNET]http://runnet.jp/runtes/　締切 5/31
　[ 郵便振替 ] 専用用紙にて申込　締切 5/16

飯山市

木島平村

野沢温泉村
野沢温泉村役場
（ハーフマラソンスタート地点）

新幹線飯山駅
（フィニッシュ地点）

北信州ハーフマラソン
コース概略図

瑞穂

木島

飯山

木島平村役場
（10kmマラソンスタート地点）

飯
山
市
市
民
栄
誉
賞
を
創
設

   
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
リ
ス
ト

 
竹
内 

択
さ
ん
に
贈
呈

竹内  択
飯山市飯山地区出身（長野市在住）
昭和 62年 5月 20日生まれ　26歳
北野建設スキー部所属　2010年バンクーバー
五輪に続き出場した 2014 年ソチ五輪ジャン
プ団体で銅メダルを獲得。2013 年世界選手
権大会で初めて行われた男女混合団体では最
終ジャンパーとして金メダルを獲得。

　

飯
山
市
は
、
３
月
定
例
市
議
会

へ
「
飯
山
市
市
民
栄
誉
賞
」
を
創

設
す
る
議
案
を
提
出
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

市
民
栄
誉
賞
は
、
本
市
の
名
声

を
高
め
る
こ
と
に
特
に
顕
著
な
功

績
の
あ
っ
た
方
に
対
し
贈
呈
す
る

も
の
で
、
広
く
市
民
に
郷
土
の
誇

り
と
し
て
敬
愛
さ
れ
、
社
会
に
明

る
い
希
望
と
感
動
を
与
え
た
功
績

に
対
し
、
そ
の
栄
誉
を
た
た
え
る

こ
と
が
目
的
で
、ス
ポ
ー
ツ
、文
化
、

芸
術
、
学
術
等
の
分
野
で
輝
か
し

い
活
躍
を
さ
れ
る
市
民
、
市
内
団

体
、
本
市
に
縁
故
の
深
い
方
が
表

彰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

3
月
20
日
開
催
さ
れ
た
飯
山

市
市
民
栄
誉
賞
選
考
委
員
会
に

お
い
て
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
団
体
で
銅
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
竹
内
択
さ
ん
へ
贈
呈

す
る
こ
と
が
全
会
一
致
で
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

竹
内
択
さ
ん
は
飯
山
地
区
新

町
出
身
。ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
国
体・

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
な
ど
全
国
大
会
で

の
優
勝
者
が
対
象
と
な
る
「
栄
誉

賞
」
を
す
で
に
5
回
受
賞
し
て
い

ま
す
。
今
回
創
設
さ
れ
た
国
際
レ

ベ
ル
の
大
会
で
の
活
躍
を
表
彰
す

る
「
市
民
栄
誉
賞
」
の
受
賞
者
第

一
号
と
な
り
ま
し
た
。

命
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
い
、

稚
魚
放
流
を
通
し
て
信
州
を
愛

す
る
心
を
育
む
と
い
っ
た
目
的

か
ら
市
が
主
催
し
、
新
幹
線
飯

山
駅
開
業
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員

会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
新
潟
水
辺

の
会
の
共
催
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

放
流
に
は
約
90
人
の
参
加
者

の
他
、
Ｊ
Ｒ
本
社
の
役
員
の
皆

さ
ん
や
足
立
市
長
も
参
加
。
バ

ケ
ツ
の
中
か
ら
川
に
泳
ぎ
出
す

稚
魚
に
「
帰
っ
て
き
て
ね
」
と

声
を
か
け
な
が
ら
放
流
し
て
い

ま
し
た
。

　

放
流
さ
れ
た
サ
ケ
は
1
ヵ
月

程
度
で
海
に
着
き
、
日
本
海
か

ら
列
島
に
沿
っ
て
北
上
。
北
の

海
で
成
長
を
続
け
、
3
〜
4
年

後
に
は
2
万
㌔
を
泳
い
で
故
郷

の
千
曲
川
に
戻
っ
て
来
る
習
性

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

桑
名
川
―
藤
沢
間
で
土
砂
崩
落
が
発
生

　

4
月
1
日
の
未
明
、
桑
名
川

駅
北
東
の
国
道
４
０
３
号
線
が
崩

落
し
、
市
外
か
ら
新
聞
を
配
送
し

て
い
た
男
性
の
乗
る
ト
ラ
ッ
ク
が
、

こ
の
崩
落
箇
所
に
転
落
。
男
性
は

大
ケ
ガ
を
負
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
飯
山
線
の
戸
狩
野

沢
温
泉
駅-

森
宮
野
原
駅
区
間
が

運
休
と
な
っ
た
り
、
水
道
管
や
電

話
線
な
ど
に
も
影
響
が
あ
り
、
岡

山
地
区
で
１
２
９
世
帯
が
断
水
、

一
部
で
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
な

ど
の
被
害
が
出
ま
し
た
。

　

国
道
を
管
理
す
る
県
に
よ
る

と
、
3
月
30
日
、
31
日
の
降
雨
や

気
温
上
昇
に
よ
る
雪
解
け
等
で
、

地
下
水
量
が
増
え
た
こ
と
が
要
因

で
は
な
い
か
と
の
見
方
で
す
。

飯
山
高
校
が
二
次
統
合
校
開
始
式
を
開
催

　

平
成
18
年
に
飯
山
照
丘
、
飯

山
南
、
飯
山
北
の
3
高
校
が
2
段

階
で
統
合
し
、
校
名
を
飯
山
高
校

と
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

昨
年
秋
に
は
新
校
舎
も
完
成
し
た

同
校
が
、
4
月
5
日
、
二
次
統
合

校
開
始
式
を
市
民
会
館
で
開
催

し
、
新
入
生
２
４
２
名
と
そ
の
保

護
者
、
関
係
者
な
ど
約
６
５
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
新
入
生
の
う
ち
普
通

科
、探
究
科
の
生
徒
は
新
校
舎（
旧

飯
山
北
高
敷
地
内
）
で
飯
山
北
高

校
2
・
3
年
生
と
と
も
に
生
活
し
、

ス
ポ
ー
ツ
科
学
科
の
生
徒
は
現
飯

山
高
校
校
舎
で
飯
山
高
校
２・３

年
生
と
と
も
に
生
活
し
ま
す
。
平

成
28
年
の
完
全
統
合
で
全
生
徒
が

新
校
舎
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

崩落した国道 403号線（桑名川側より撮影） 市民会館で開催された飯山二次統合校開始式
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水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
が
始
ま
り
ま
す

　
上
下
水
道
課 

業
務
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
２
４・２
２
５・２
２
６

　
４
月
中
旬
か
ら
上
水
道
区
域
に

お
い
て
、
ま
た
簡
水
区
域
に
お
い

て
は
５
月
中
旬
か
ら
、
本
年
最
初

の
上
下
水
道
使
用
量
の
検
針
を
行

い
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
な
検
針
作
業

が
で
き
ま
す
よ
う
、
次
の
点
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

を
置
い
た
り
、
駐
車
を
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

・
ボ
ッ
ク
ス
内
の
土
や
水
は
取
り

除
き
、
メ
ー
タ
ー
の
数
値
が
よ
く

見
え
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
そ
ば
に

犬
を
つ
な
が
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
に
積
雪

が
あ
る
場
合
は
、
除
雪
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
市
で
は
新
た
な
行

財
政
改
革
推
進
の
た
め
の
基
本
的

な
計
画
（
飯
山
市
第
５
次
行
財

政
改
革
大
綱
）
を
策
定
す
る
に
あ

た
り
、
飯
山
市
行
政
改
革
推
進

委
員
会
設
置
条
例
の
規
定
に
基

づ
き
、
経
済
、
住
民
、
消
費
者
団

体
等
の
代
表
お
よ
び
公
募
に
よ
る

飯
山
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会

を
設
置
し
、
本
年
中
の
策
定
を
目

途
と
し
て
ご
審
議
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
の
会
議
が
、
３
月

６
日
に
市
役
所
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
会
長
、
職
務
代
理
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま

す
。（
敬
称
略
）

　
企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
９
１・３
９
２

会
長
　
吉
越
　
明
人

　
（
飯
山
商
工
会
議
所
会
頭
） 

職
務
代
理
　
新
山
　
敏

　
（
飯
山
市
区
長
会
協
議
会
会
長
）

委
員

荻
原
清
治
（
飯
山
市
区
長
会
協
議

会
副
会
長
）
▼
村
山
芳
広
（
飯
山

飯
山
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
開
催

市
区
長
会
協
議
会
副
会
長
）
▼ 

松
永
晋
一（
飯
山
市
農
業
委
員
会

会
長
）
▼
上
松
永
幸
（
一
般
社
団

法
人
み
ゆ
き
野
青
年
会
議
所
理

事
長
）
▼
今
井
寛
（
飯
山
市
男
女

共
同
参
画
推
進
委
員
会
会
長
）
▼

藤
田
波
留
美
（
飯
山
市
赤
十
字

奉
仕
団
委
員
長
）▼
小
林
常
男（
飯

山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
）

▼
坪
井
久
（
飯
山
市
地
区
公
民
館

長
会
会
長
）
▼
小
関
京
子
（
飯
山

く
ら
し
の
会
会
長
）
▼
岸
田
由
美

子（
公
募
委
員
）▼
高
橋
裕
人（
公

募
委
員
） 

　

市
で
は
、
個
性
あ
る
飯
山
市
の

優
良
土
産
品
の
創
出
と
そ
の
向
上

を
は
か
り
、
本
市
商
工
業
の
振
興

と
観
光
事
業
の
発
展
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
飯
山
市
優
良

土
産
品
推
薦
審
査
会
を
２
年
に
１

度
開
催
し
、
飯
山
市
を
代
表
す

る
土
産
品
と
し
て
飯
山
市
推
薦
優

良
土
産
品
を
推
薦
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
審
査

会
で
は
新
た
に
７
商
品
が
申
請
さ

れ
、
意
匠
や
食
味
、
表
示
の
正
当

性
な
ど
の
項
目
で
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

申
請
さ
れ
た
７
商
品
全
て
が
合
格

（
１
商
品
は
条
件
付
き
）
と
な
り
、

今
回
登
録
更
新
さ
れ
た
商
品
と
合

わ
せ
て
、
46
商
品
が
４
月
１
日
か

ら
２
年
間
飯
山
市
推
薦
優
良
土

産
品
と
し
て
登
録
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
を
受
け
、
飯
山
市
推

薦
優
良
土
産
品
に
登
録
さ
れ
た

17
事
業
者
等
で
組
織
す
る
飯
山

市
推
薦
優
良
土
産
品
促
進
連
絡

協
議
会
（
会
長
：
岡
本
武
司
）
で

は
、
飯
山
市
に
推
薦
を
受
け
た
土

産
品
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

北
陸
新
幹
線
（
長
野
経
由
）
飯

　
商
工
観
光
課
商
工
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
１
１

山
駅
の
開
業
に
よ
り
、
増
加
が
期

待
さ
れ
る
観
光
客
な
ど
、
内
外
に

飯
山
市
の
土
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
と
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
７
つ
の
土
産
品
が
合
格

飯
山
市
優
良
土
産
品
推
薦
審
査
会
開
催

鶴・亀ストラップ 温井むらづくり委員会
常盤ごぼう茶 Ｔ・Ｏごぼう部会
飯山の米と飯山の水と飯山の和紙
を使った　いいやまの酒 （株）角口酒造店

鍋倉黒糖かりんとう 米持製菓（株）
白うり粕漬 （有）みずほ食品
野沢菜みそ漬 （有）みずほ食品
信州そばつゆのり 桝田屋食品（株）

○新たに飯山市推薦優良土産品となった商品

審査会の様子

保健福祉課 健康増進係 ☎ 62-3111 内線 181・182・187
　毎日育児を一生懸命頑張っているお母さんを応援するため
のプログラムが始まります。
　3つのポイント ―リラックス・笑顔・プラス思考― を基
本に、日々の子どもとのやり取りを振り返りながら、プログ
ラムを通して母親自身が学んでいきます。その結果、“ポジ
ティブな気持ち ”を持ち、子育てが楽しいと思えるようにな
る、という「ありのままのお母さん」を支えるためのプログ
ラムです。

■ママサポートプログラムの内容
　週１回、月 4回を 1クールとし、飯山市保健センターにて
　以下の予定で開催します。
○ 1週目
　集まったお母さんたちで楽しく自己紹介しながら仲間づく
　りをしたり、子育てノートを使ってお母さんの気持ちを話
　したり聞いたりします。
○ 2週目
・ママのリラックスストレッチ ～ルーシーダットン（タイ式ヨガ）～
・子育てのポイント講座①
○ 3週目
・健康相談、母乳相談
○ 4週目
・学習メニュー（ベビーマッサージ、子どもの病気とホーム
　ケア、子どもの発達を促すあそびなど毎月違う内容で行います）
・子育てのポイント講座②
対 象― 出産後から生後 1歳のお子さんをお持ちのお母さん
※ご案内は、新生児連絡票提出時や乳児健診、保健師による
　赤ちゃん訪問の時にいたします。

5月からスタート!!

　日々の子育ての中では、うまくいかないことはたくさ
んあります。そんな中で、“おかあさんのがんばりを語っ
たり聞いたり認めてもらえる場 ”を持つことで、自分の
子育てに自信をも持ち「子育てが楽しい」と感じて、た
くさんのお母さんたちが笑顔になってほしいという願い
をこのプログラムに込めました。
　皆さんのご参加お待ちしています。

かるがも支援事業 お母さんを支えるための・・・

「 ママサポートプログラム 」

■運航期間　５月３日～５日　9:00 ～ 16:00
　　　　　　（12:00 から 13:00 まで運休）
■運航区間
　常盤舟つき場（道の駅先河川敷）～
　瑞穂舟つき場（菜の花公園下）
　・常盤　最終便 15:30
　・瑞穂　最終便 15:45
■料金（当日価格）（幼児：無料）
　大　人　往復 1,000 円　片道 500円（中学生以上）
　小学生　往復　 500 円　片道 300円（幼児：無料）
■前売り券　お得な前売り券を販売中（4月 30日まで）
　大人往復乗船券 ×3 セットを、2,000 円でお求めに
　なれます。（販売所：市役所道路河川課、道の駅「花の
　駅千曲川」、飯山駅観光案内処）

咲き誇る菜の花に囲まれながら
情緒豊かな　渡し舟をお楽しみください

 菜の花渡し舟運航
菜の花渡し舟実行委員会（道路河川課内）☎ 62-3111 内線 271

道
の
駅  

花
の
駅
千
曲
川
に

　
　
電
気
自
動
車
用
急
速
充
電
器
を
設
置
し
ま
し
た

　
企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
９
１・３
９
２

　

飯
山
市
で
は
、
環
境
負
荷
の
少

な
い
電
気
自
動
車
の
普
及
促
進
を

図
る
た
め
、
市
内
、
道
の
駅
「
花

の
駅
千
曲
川
」
へ
、
電
気
自
動
車

用
急
速
充
電
器
を
１
基
設
置
し
、

4
月
4
日
よ
り
供
用
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
道
の
駅
と
い
う
交
通

の
拠
点
に
、
急
速
充
電
器
を
設
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
電
気
自
動
車

（
Ｅ
Ｖ
車
）
普
及
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
充
電
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
に

大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
飯
山
市
に
電
気
自
動
車

用
急
速
充
電
器
が
あ
る
こ
と
で
、

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
車
）
を
お
使

い
の
方
が
、
飯
山
市
へ
観
光
に
来

て
い
た
だ
け
る
、
飯
山
市
が
観
光

の
目
的
地
と
な
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
近
隣
の
道
の
駅
等
へ

も
電
気
自
動
車
用
の
急
速
充
電

器
の
設
置
が
進
む
こ
と
で
、
さ
ら

に
電
気
自
動
車
の
普
及
が
推
進
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

4 月 4日に開催された竣工・供用開始式
では足立市長が充電に挑戦しました。

○
こ
の
急
速
充
電
器
は

　

次
世
代
自
動
車
充
電
イ
ン
フ
ラ

整
備
促
進
事
業
補
助
金
お
よ
び
、

充
電
イ
ン
フ
ラ
普
及
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
金
を
い
た
だ
き

設
置
し
ま
し
た
。

○
ご
利
用
方
法

　

急
速
充
電
器
の
利
用
に
は
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
等
で
構
成
さ
れ

る
「
充
電
網
整
備
推
進
機
構
」
の

会
員
の
方
（
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

方
）
は
、
充
電
器
本
体
に
、
カ
ー

ド
を
認
証
し
て
利
用
し
ま
す
。
会

員
以
外
の
方
は
、
道
の
駅
受
付
で

５
０
０
円
を
お
支
払
い
い
た
だ
く

こ
と
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
道
の
駅 

花
の
駅
千
曲

川
ま
た
は
市
役
所
企
画
財
政
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

道の駅西側に設置された
急速充電器
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個
人
情
報
保
護
制
度
・
情
報
公
開
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
実
施
状
況

　

平
成
25
年
度
中
、
市
に
対
し

て
請
求
が
あ
っ
た
個
人
情
報
保
護

制
度
お
よ
び
情
報
公
開
制
度
に
関

す
る
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

○
飯
山
市
個
人
情
報
保
護
条
例

の
規
定
に
基
づ
く
記
録
情
報
開
示

請
求
状
況　
請
求
件
数
1
件

【
内
訳
】
市
長
1
件
（
部
分
公
開

1
件
）

○
飯
山
市
情
報
公
開
条
例
の
規
定

に
基
づ
く
情
報
公
開
請
求
状
況　

請
求
件
数
５
件

【
内
訳
】
市
長
5
件
（
公
開
1
件
、

部
分
公
開
4
件
）

※
農
業
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員

会
、
監
査
委
員
、
固
定
資
産
評
価

委
員
会
、
議
会
へ
の
請
求
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

住
民
票
・
戸
籍
の
異
動
の
際
は
ご
注
意
を

 
児
童
手
当
の
手
続
き
は
お
早
め
に

　

児
童
手
当
の
対
象
と
な
る
お
子

さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
世
帯
で
、

住
民
票
・
戸
籍
の
異
動
（
出
生
・

転
出
・
転
入
・
転
居
・
離
婚
等
）

の
際
に
は
手
続
き
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
次
の
場
合
に
は
手
続
き
が

遅
れ
る
と
手
当
が
受
給
で
き
な
い

期
間
が
発
生
し
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

【
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
と
き
、

転
入
し
た
と
き
】

　

児
童
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に

は
申
請
が
必
要
で
す
。
子
ど
も
課

窓
口
に
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
（
た
だ
し
公
務
員
の
方
は
勤
務

先
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
勤

務
先
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
）。

【
受
給
者
の
住
所
が
他
の
市
区
町

村
に
変
わ
っ
た
と
き
】

　

飯
山
市
で
の
受
給
資
格
が
消
滅

し
ま
す
。
子
ど
も
課
窓
口
に
て
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
転
出
先
の
市
区
町
村
で
、
新
た

に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
公
務
員
に
な
っ
た
と
き
、
公
務

員
で
な
く
な
っ
た
と
き
】

　

公
務
員
に
な
っ
た
と
き
は
、
勤

務
先
か
ら
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ

る
た
め
飯
山
市
で
の
受
給
資
格
が

消
滅
し
ま
す
。
ま
た
、
公
務
員
で

な
く
な
っ
た
と
き
は
、
新
た
に
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
い
ず
れ

も
子
ど
も
課
窓
口
に
て
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※
未
届
の
ま
ま
で
い
る
と
重
複
し

て
支
給
さ
れ
る
期
間
が
発
生
し
、

手
当
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
児
童
手
当
は
、
申
請
日
の
翌
月

分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当
す

る
方
は
早
め
に
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。（
出
生
日
・
転
出
予
定
日
・

子
ど
も
課 

子
育
て
支
援
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
６
４

該
当
日
の
翌
日
か
ら
15
日
以
内
）

【
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
印
鑑　
・
申
請
者
（
受
給
者
）

の
健
康
保
険
証　
・
申
請
者
（
受

給
者
）
名
義
の
口
座
番
号
の
控

※
転
入
さ
れ
た
方
で
、
１
月
１
日

に
飯
山
市
に
住
所
が
な
い
方
は
、

１
月
１
日
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い

た
市
区
町
村
で
発
行
の
「
児
童
手

当
用
所
得
証
明
書
」が
必
要
で
す
。

※
健
康
保
険
証
等
の
添
付
書
類
が

間
に
合
わ
な
い
場
合
で
も
先
に
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

庶
務
課 

庶
務
係 

☎
62
３
１
１
１ 
内
線
３
３
６

児
童
手
当
の
手
続
き
は
お
早
め
に

いいやま
シークレット倶楽部

【会　　場】メルパルク長野 レストラン個室「杏」
【定　　員】男女各５名～ 10名
【参 加 料】男性：4,000 円　女性：1,000 円

　秘密厳守の少人数スタイルで、ゆっくり会話を楽
しむことができます。

恋をしよう。
 「結婚」しよう。

ｉｉ活プロジェクト実行委員会
いいやま住んでみません課 移住定住係 ☎ 62-3111 内線 252

市税等口座振替依頼書 収 加

金融機関名
飯山市長 あて

銀　行・信用金庫
信用組合・
農　協・信　連

本　店・支　店
本　所・支　所　御　中
出張所・事務所

平成　　年　　月　　日

住
所

氏
名
等

銀
行
等
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
ち
ょ
銀
行

（フリガナ） 電
話
番
号

（ ）
－ (               ) －
（ ）

預金の種類

口 座 番 号

記 号 番 号

1. 普通  2. 当座  9. その他（　　　 ） お届け印

◎
お
届
け
印
を
押
印
後
シ
ー
ル
を
お
貼
り
く
だ
さ
い
。振込口座00550―9―960150 加入者名 長野県飯山市役所 種別コード35

※私（当社）が納付する次の市税について上記の預金口座から振替納付したいので、裏面確認事項を
確約のうえ依頼します。 ※ゆうちょ銀行をご指定の場合は自動振込み規定が適用されます。

開 始 月
納税義務者
住 所
フ リ ガ ナ
納税義務者
氏 名
住民コード
（市で記入）

納税義務者
住 所
フ リ ガ ナ
納税義務者
氏 名
住民コード
（市で記入）

平 成　　　年　　　月　  か ら

１．市　県　民　税
２．固 定 資 産 税
３．軽 自 動 車 税
４．国民健康保険税

１．市　県　民　税
２．固 定 資 産 税
３．軽 自 動 車 税
４．国民健康保険税

税　目（該当税目に○印）

税　目（該当税目に○印）

（国民健康保険税には、介護保険料第 2号被保険者（40歳以上 65歳未満）分も含まれます。）
軽自動車税については、お申込みをした方の所有されている車両すべてが振替（払込）となります。

投 函 日 の 翌 月 以 降 の
月 か ら に な り ま す（ ）

依頼者
と同じ

依頼者
と同じ

右詰め記入
1

1 ０ ※

飯山市大字飯山1110番地 1

飯 山 太 郎
イ イ ヤ マ タ ロ ウ 0 2 6 9

6 2
3 1 1 1

1 2 3 4 5 6 7

飯 山 太 郎
イ イ ヤ マ タ ロ ウ

飯山太郎　外１名
イイヤマ タロウ　ホカイチメイ

飯 山 飯 山

記入例

税
務
課 

収
税
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
６
３・１
６
６・１
６
７

こ
ん
な
に
便
利

検
討
し
て
み
ま
せ
ん
か

口
座
振
替

　
「
忙
し
く
て
金
融
機
関
や
コ
ン

ビ
ニ
に
い
け
な
い
」「
納
期
限
を
忘

れ
そ
う
で
心
配
」
と
い
う
方
は
、

口
座
振
替
が
お
勧
め
で
す
。

　

口
座
振
替
は
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付

の
で
き
な
い
料
金
等
も
申
し
込
み

で
き
、
振
替
手
数
料
も
か
か
り
ま

せ
ん
。
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
便
利
な

納
付
方
法
で
す
。

【
申
し
込
み
手
続
き
】

　
口
座
振
替
依
頼
書
は
は
が
き
タ

イ
プ
で
す
。
記
入
例
を
参
考
に
記

入
し
て
い
た
だ
き
、
投
函
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
口
座
名
義
が
不
明

確
で
あ
っ
た
り
、
押
印
が
不
鮮
明

で
あ
る
と
手
続
き
に
時
間
が
か
か

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
振
替
の
方
法
】

　

指
定
し
た
預
貯
金
の
口
座
か
ら

引
き
落
し
を
行
い
ま
す
。
定
期
振

替
（
納
期
月
26
日
）
に
残
高
不
足

等
に
よ
り
振
替
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
、
納
期
翌
月
の
11
日
に
再
振

替
を
行
い
ま
す
。（
振
替
日
が
土

日
祝
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
が
振

替
日
と
な
り
ま
す
）

※
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
振
替
口

座
が
、
5
年
間
市
税
の
振
替
実
績

が
な
い
場
合
は
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止

の
観
点
か
ら
登
録
情
報
を
抹
消
し

ま
す
。
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

通帳のお届け印
を押印（鮮明に）

記入日

納付書どおりの
表記でお書きく
ださい。

上記の住所と違
う場合は、ご記
入ください。

何月から開始す
るか、必ず記入
してください。

世話好きで “おせっかい ” と言われる方大募集 !!
独身男女の間を取り持ち、成婚させた「結婚仲人」に報奨金をお支払いします。

　飯山市は平成 26年度から、独身男女の紹介、相談等を行い成婚まで導く「結婚仲人」
を募集します。そして、結婚仲人の名簿登録を行っていただいた後に、紹介や相談活動
を行い成婚までたどり着いた際は、ご苦労いただいた結婚仲人に報奨金 5万円をお支払
いたします。
　独身男女の赤い糸をつなげる「結婚仲人」として、結婚活動を支援いただけるおせっ
かいな方のお申し込みをお待ちしています。

出逢いの王道
お見合いがスタート

1 回きりのパーティーじゃ物足りない方へ

いいやま恋しナイト
　　　　スクール開校
恋しナイトスクールは

年間 3期　夏期・秋期・冬期
各期、1クラス男性 20名、女性 20名のスクール生大募集

男女がクラスメートとなり、平日の夜に 2ヵ月で 4回の交流
と懇親会を行い、最終的にカップリングする学校のことです。

対象者　①年齢 25歳～ 40歳までの独身男女
　　　　②男性は飯山市民、女性は市外の方も大歓迎
参加料　①基本参加料（各期スクール毎の参加料です）
　　　　　男性 5,000 円　　女性 2,000 円
　　　　②懇親会（飲み会）については別途実費をご負担いた
　　　　　だきます。
定　員　各期 1クラス 40名（男女各 20名）
期　間　（　）内はカップリングタイムの内容です。
　①夏期　6 月～ 7 月の 4講座（蛍ハイクパーティー）
　②秋期　9月～ 10月の 4講座（ハロウィンパーティー）
　③冬期　11月～12月の 4講座（クリスマスパーティー）

♥

♥♥
NEWヤング編（男性 :25 歳以上～ 30歳代まで  女性 :25 歳以上）

1　 6 月29日日　 2　10月26日日
ミドルシニア編（男性 :40 歳代・50歳代  女性 :25 歳以上）ミドルシニア編（
♥1     7 月27日日　 2　11月30日日

【開催時間：15時～ 17時　受付：14時 30分】

【参加資格】男性は飯山市民限定。女性は飯山市民以外でも参加可能
　　　　　　です。ご結婚経験のある方、お子さんのいる方も歓迎し
　　　　　　ます。

※ ii 活プロジェクト実行委員会主催のイベントにより結婚された際、飯山市に報告いただくと記念品が贈られます。

　市内の未婚化や晩婚化の傾向を変えていこう
と、市民有志で組織するii活（いいかつ）プロジェ
クト実行委員会は、2年間で 51 組のカップル
成立のお手伝いをさせていただきました。
　今年も皆さんの出逢いをサポートするさまざ
まな企画でお手伝いをさせていただきます。

入会諸費用　　男性 5,000 円（通常 75,600 円）
　　　　　　　女性 3,000 円（通常 32,400 円）
　　　※お見合いセッティング料は、別途（男性 5,400 円、
　　　　女性無料）がかかります。
　　　※結婚をされた際は、成婚料 108,000 円がかかります。
募 集 人 数　　男性 20名、女性 10名
申 込 期 間　   4 月 1日～ 12月 26日
                      （申し込みから 1年間有効）
対　　　象　
本気で出逢いを求める飯山市民の独身男女で結婚後も飯山市
内に住むことを希望する方（年齢は 20代～ 50代、婚歴があ
る方、親権をお持ちの方を積極的に大募集）

友だち（▶恋愛▶結婚）から始まるお見合いを
市がこっそり全面サポート


